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LSSの概要説明 



流動化処理工法（LSS工法） 

流動化処理土 

（LSS) 

シルト 

粘土 

固化材 

固化材 
固化材 

水 

水 水 

混合攪拌 

建設発生土 

現場発生土と泥水（あるいは水）と固化材を適切な配合で混練し
て作成される流動化処理土（LSS)を埋戻し場所に流し込み、材
料の硬化を待って埋戻しを完了するもの 

（Liquefied Soil   Stabilization  Method） 



LSSの適用箇所 
●施工部分が狭隘な場所 
●埋戻しの信頼性が要求される場所 
●地下空洞の充填、埋設管の閉塞など 

狭隘部の埋戻し 配管部の埋戻し 

管体基礎の埋戻し 建築：仮埋戻し 



LSSの適用箇所（空洞充填事例） 

廃止坑の充填 亜炭鉱坑道の充填 

路面下空洞の充填補修 基礎沈下部の空洞補修 



LSSの特徴 

４．任意な強度にコントロールが可能 

６．埋戻し時に他の工種と並行して施工ができ、工期短縮効果 

  が期待できる（コスト縮減） 

５．硬化後に難透水層を形成する（１０-6以下） 

２．発生土の処分費が軽減され、経済的（0.6m3/m3) 

３．粘着力が高く、地震時に液状化しない材料です 

７．六価クロムの溶出量は微小（材料土に汚染物質のないもの） 

１．ほとんどすべての発生土が利用可能 



LSSは以下の項目で品質管理を行います 
品質管理項目 

①密度試験 ②フロー値試験 

④一軸圧縮試験 

③ブリ－ジング試験 

LSS製造段階で発生する泥水 

最終的に納品するLSS 

２段階の品質管理を行うことで安心して
利用できる材料を提供しております。 



LSSの製造プラント 

１．流動化処理土の大量出荷が可能 

２．高品質な埋戻し材料を供給 

３．施工時期が点在する場合に有利 

１．設置場所を任意に設定 

２．高品質な埋戻し材料を供給 

３．現場発生土の再利用が可能 

大型固定式プラント 半固定式プラント（現場プラント） 



LSS製造単価  
流動化処理土の製造能力による単価グラフ（泥水式）
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LSSの事例紹介 



護岸空洞充填事例 
施工概要  

・セル式護岸の破損に伴い発生した 

 護岸空洞 

・水位が高く水中での対策工法が必要 

 とされる事例 

・セルを形成する鋼矢板のセクショ 

 ン部の破損により護岸形成材料が 

 流出し空洞が発生 



空洞補修方法の検討 

１．水中へ施工することが可能な材料であること 

２．海洋へ影響を与えない施工方法であること 
３．供用中の港湾作業に影響を与えないこと 

４．作業時の安全性を確保する方法（空洞範囲不明） 

以上を満足する対策工法を検討 

考慮すべき条件 



比較提案書（１～３案） 



補修方法の提案 

以上より２案での施工で決定 
→潮の干満による影響は施工に先立ち破損箇所を水中コンク
リートで閉塞することで潮の出入りを防ぐことでクリアーした 

１案　砕石充填 ２案　LSS充填 ３案　LSS袋体充填

工法概要 空洞部に砕石を投入し空洞補修を行う 空洞部にLSSを投入し空洞補修を行う
空洞部に袋体に詰めたLSSを投入して空洞

補修を行う

作業口の寸法 ２．０ｍ×２．０ｍ ０．５ｍ×０．５ｍ（現状） ２．０ｍ×２．０ｍ

メリット

・材料の入手が容易

・長期安定性が期待できる

・潮の干満による影響を受けない

・即日に舗装復旧が可能

・長期安定性が期待できる

・小さな空洞も確実に充填できる

・陥没個所へ重機、作業員は配置不要

・小さな投入口で施工可能

・長期安定席が期待できる

・潮の干満の影響を受けない

・陥没個所へ作業員は配置不要

デメリット

・大型重機が錯綜する

・陥没箇所へ大型重機、作業員が近付く

・水通は最後まで残る（透水係数が高い）

・潮の干満による影響を受ける可能性がある

・LSSを袋詰めにする手間がかかる

・大型重機としてクレーンが必要となる

・コストが２案よりも増加する

・土嚢設置時に陥没箇所へ作業員が近付く

安全性 × ○ △

コスト ○ ○ △

総合 × ○ △



LSSの水中打設実験 

水中打設検証試験（資料提供：中村建設㈱）  



施工計画・結果  

・LSSをポンプ車で水中に打設して 

 充填する計画 

・ポンプの筒先をできるだけ水中へ 

 挿入し分離を防ぐように施工 

・打設時には水中ポンプで水の排出 

 を実施 

施工結果 



おわりに 

社会資本の予防保全対策がクローズアップされております。 
近年、これまでに発生した自然災害を教訓として 

LSSを活用したわたしどもの取り組みが将来の予防保全 
対策の一助となれば幸いです。 



ご清聴ありがとうございました 
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